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黙
秘
権
の
解
明

― 

非
歴
史
的
な
る
も
の 

―

山　

口　

邦　

夫

　
　

は
じ
め
に

一　

黙
秘
と
レ
ト
リ
ッ
ク

二　

沈
黙
の
世
界

　
　

む
す
び

は　

じ　

め　

に

　

「
何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
強
要
さ
れ
な
い
。」
と
日
本
国
憲
法
第
三
八
条
第
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る

）
1
（

。
こ
れ
は
、
嫌
疑

を
か
け
ら
れ
た
人
が
、
官
憲
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
供
述
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
と
い
う
自
由
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
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れ
に
よ
り
一
般
に
、
供
述
拒
否
権
な
い
し
黙
秘
権

）
2
（

が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
憲
法
の
規
定
は
、
さ
ら
に
刑
事
訴
訟

法
第
三
一
一
条
第
一
項
で
、
公
判
手
続
に
お
い
て
、「
被
告
人
は
、
終
始
沈
黙
し
、
又
は
個
々
の
質
問
に
対
し
、
供
述
を
拒
む
こ
と
が
で

き
る
。」
と
規
定
し
、
被
告
人
に
対
し
て
、
具
体
的
に
黙
秘
権
行
使
の
仕
方
を
明
示
し
て
保
障
し
て
い
る
。

　

こ
の
憲
法
の
趣
旨
は
、
法
律
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
外
に
お
け
る
被
疑
者

）
3
（

に
対
し
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
八
条
第
二
項
に
、「
…
…
取
調
に
際
し
て
は
、
被
疑
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
自
己
の
意
思
に
反
し
て
供
述

を
す
る
必
要
が
な
い
旨
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
の
よ
う
に
、
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
取
調
を
受
け
る
者
に
対
し
て
も
、
沈
黙
し

て
い
て
、
供
述
す
る
必
要
が
な
い
旨
を
、
取
調
官
は
告
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
告
げ
ず
に
供
述
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
後
に
、

証
拠
能
力
（
自
白
法
則
）
の
問
題
と
し
て
争
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
右
の
取
調
以
前
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
警
察
官
に
よ
る
職
務
質
問
を
受
け
た
者
は
、「
…
…
答
弁
を
強
要
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。」（
警
察
官
職
務
執
行
法
第
二
条
第
三
項
参
照
）

　

右
の
よ
う
に
、
憲
法
、
法
律
に
よ
っ
て
、
国
民
一
般
は
、
公
権
力
の
発
動
た
る
職
務
質
問
を
は
じ
め
と
し
て
、
被
疑
者
は
取
調
の
段

階
に
お
い
て
、
さ
ら
に
被
告
人
は
裁
判
の
段
階
に
お
い
て
、
自
己
の
意
思
に
反
し
て
供
述
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
こ
と
が
基
本
的

人
権
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
、
法
律
に
よ
っ
て
厚
く
黙
秘
権

）
4
（

が
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
疑
者
ま
た
は
被
告
人
が
、

黙
っ
て
い
る
（
正
に
、
黙
秘
権
を
行
使
し
て
い
る
）
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
多
く
の
人
々
は
、「
何
故
、
黙
っ
て
い
る
の
だ
。
疚
し

い
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
何
か
言
っ
た
ら
ど
う
か
。」
と
い
う
感
情
を
被
疑
者
や
被
告
人
に
対
し
て
抱
く
。
こ
れ
は
一
体
、
何
故
だ
ろ
う
か
。

　

言
語
を
共
有
し
て
い
る
者
同
士
に
お
い
て
、
一
般
的
に
は
、
一
方
が
語
り
か
け
た
場
合
、
相
手
方
は
そ
れ
に
応
対
し
て
何
か
語
る
方
が
、
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沈
黙
し
て
い
る
よ
り
望
ま
し
い
（
社
会
生
活
に
お
け
る
社
交
辞
令
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
る
）。
し
か
し
、
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
者
は
、

そ
の
疑
い
を
か
け
た
相
手
に
対
し
て
、
何
か
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
理
由

4

4

が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
全
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
語
る
か
、

語
ら
ぬ
か
は
、
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
如
何
な
る
義
務
も
発
生
し
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
家
権
力
の
発
動

）
5
（

た
る
職
務
質
問
、
取
調
、
公
判
な
ど
の
各
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
「
沈
黙
し
て
い
て
構
わ
な
い
」

と
す
る
黙
秘
権
を
解
明
し
た
い
。
断
る
ま
で
も
な
く
、
言
語
を
共
有
し
な
い
人
間
以
外
の
動
物
に
と
っ
て
は
、
静
寂
の
み
が
あ
り
、
沈

黙
と
い
う
現
象
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
。

（
1
） 

こ
の
規
定
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
に
由
来
し
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
法
學
協
會
編
『
註
解
日
本
國
憲
法
上
巻
』
（
有
斐
閣
・
一
九
五
三
年
）
六
六
〇
頁
以
下
。

（
2
） 

黙
秘
権
の
歴
史

4

4

に
つ
い
て
は
、
平
野
龍
一
「
黙
秘
権
」
の
論
文
に
詳
し
い
（
刑
法
雑
誌
第
二
巻
第
四
号
三
九
頁
以
下
）
。

 

な
お
、
黙
秘
権
否
定
論
者
と
し
て
、
ベ
ン
サ
ム
や
パ
ウ
ン
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
3
） 

か
つ
て
は
、
黙
秘
権
が
、
被
疑
者
に
も
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
田
宮
裕
「
被
告
人
・
被
疑
者
の
黙
秘
権
」
日
本
刑
法
学
会
編
『
刑

事
訴
訟
法
講
座
第
一
巻
』
（
有
斐
閣
・
一
九
六
三
年
）
七
一
頁
以
下
。

（
4
） 

黙
秘
と
い
う
表
現
は
、
沈
黙
と
違
っ
て
「
秘
」
に
は
、
何
か
を
隠
す
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
単
純
に
「
無
言
」
、
「
無
言
権
」

と
い
う
方
が
望
ま
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
古
来
か
ら
黙
然
無
言
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
学
的
概
念
構
成
の
際
に
、
一
工
夫
あ
っ

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
5
） 

「
黙
秘
権
は
、
裁
判
所
と
私
人
と
の
間
の
司
法
手
続
上
の
制
度
で
は
な
く
、
国
家
機
関
が
（
そ
れ
が
何
で
あ
れ
）
個
人
に
対
し
て
、
供

述
義
務
を
課
す
る
（
法
律
上
ま
た
は
事
実
上
）
こ
と
に
対
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
権
利
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
捜
査
官
憲

が
国
家
機
構
の
一
部
を
構
成
す
る
以
上
、
個
人
は
こ
れ
に
対
し
て
黙
秘
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
」
田
宮
裕
・
註
（
3
）
八
九
頁
。
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一　

黙
秘
と
レ
ト
リ
ッ
ク

　

嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
者
（
被
疑
者
ま
た
は
被
告
人
）
が
、
自
己
の
行
動
や
心
情
に
つ
い
て
、
供
述
す
る
か
、
沈
黙
し
て
い
る
か
は
、

憲
法
上
、
全
く
自
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
本
的
人
権
の
保
障
の
一
環
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
第
三
八
条
に
お
い
て
、
黙
秘
権
と
し
て
保

障
さ
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
一
般
社
会
に
お
け
る
人
の
感
情
は
、
一
旦
、
疑
わ
れ
た
者
は
、
そ
の
疑
い
を
は
ら
す
た
め
に
も
、
素
直
に
語
る
べ
き
で

あ
る
と
か
、
自
ら
語
る
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
が
、
優
勢
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
黙
秘
し
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、

「
語
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
何
か
自
分
に
疚
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
」
な
ど
と
黙
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
あ
ら
た
な
疑
い

4

4

4

4

4

4

を
い
だ
い
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る
。
そ
こ
ま
で
の
感
情
は
な
く
と
も
、
沈
黙
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
官
憲
の
問
い
か
け
を
無
視
し

て
い
る
と
か
、
黙
殺
し
た
な
ど
と
非
難
め
い
た
感
情
を
も
つ
に
い
た
る
。

　

こ
の
よ
う
な
感
情
は
、
ど
こ
か
ら
発
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
語
を
共
有
す
る
も
の
が
、
何
ら
か
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
相
応

の
応
答
が
な
い
と
、
何
故
か
、
不
快
・
不
安
を
感
ず
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

右
の
よ
う
な
、
沈
黙
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
田
中
美
知
太
郎
は
、
「
辯
解
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
短
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
主

張
し
て
い
る
。

　

「
頑
固
な
沈
黙
と
い
ふ
の
は
、
人
間
性
の
否
定
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
人
間
的
理
解
と
、
人
間
的
交
渉
と
の
杜
絶
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
ト
リ
ッ
ク
の
仕
事
は
、
こ
れ
を
打
開
し
て
、
人
間
的
な
関
係
を
取
り
戻
す
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
相
互
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の
人
間
性
の
回
復
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
人
間
化
と
い
ふ
の
は
つ
ま
り
こ
れ
で
あ
る
。

）
6
（

」

　

こ
の
よ
う
に
沈
黙
自
体
を
、
人
間
性
の
否
定
で
あ
る
と
考
え
る
哲
学
者
の
主
張
は
、
は
た
し
て
素
直
に
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
黙
秘
権
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
到
底
、
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
沈
黙
自
体
を
人
間
性
の
否
定
で
あ
る
と
、
何
故
言
え
る
の
か
理
解
し
が
た
い
。

　

法
的
に
、
訴
え
る
者
と
訴
え
ら
れ
る
者
と
の
間
の
人
間
的
理
解
と
は
一
体
何
か
。
刑
事
訴
訟
法
的
に
表
現
す
れ
ば
、
両
者
は
共
に
対

等
な
当
事
者
で
あ
る
。
訴
え
ら
れ
た
者
が
、
自
由
に
供
述
ま
た
は
弁
解
す
る
の
は
、
勿
論
自
由
で
あ
る
。
自
分
で
う
ま
く
弁
解
出
来
な

い
場
合
は
、
他
人
の
力
を
借
り
て
、
あ
る
い
は
他
人
に
代
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
弁
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
助
力

を
す
る
の
が
弁
護
人

）
7
（

で
あ
る
。
弁
護
人
制
度
は
、
法
的
に
確
立
し
て
い
る
。

　

田
中
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
弁
護
の
仕
事
は
、
い
わ
ゆ
る
古
来
か
ら
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
課
し
た
も
の
で
あ
る

）
8
（

、
と
。
こ
の
よ
う
に
沈
黙

と
レ
ト
リ
ッ
ク
と
の
対
峙
に
こ
そ
、
黙
秘
権
を
闡
明
に
す
る
糸
口
が
あ
る
。

　

黙
秘
と
は
正
反
対
に
、
自
由
に
供
述
さ
れ
た
言
葉
が
あ
る
。
な
か
で
も
自
己
に
不
利
益
な
供
述
、
さ
ら
に
、
自
己
の
犯
罪
事
実
を
認

め
る
旨
の
供
述
、
す
な
わ
ち
、
自
白
が
黙
秘
の
対
極
に
位
置
す
る
。

　

憲
法
及
び
法
律
は
、
被
告
人
・
被
疑
者
の
自
由
な
供
述
を
、
法
的
に
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
に
不
利
益
な
供
述
―
―
広
義
の
自

白
―
―
を
も
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
、
何
を
供
述
し
て
も
よ
く
、
自
己
の
良
心
に
し
た
が
っ
て
自

白
し
て
も
よ
く
、
ま
た
、
黙
秘
し
た
ま
ま
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
自
白
す
る
の
が
正
し
い
の
か
、
黙
秘
す
る
の
が
正
し
い
の
か
。

い
や
、
こ
の
両
者
は
、
正
・
不
正
の
問
題
で
は
あ
り
得
な
い
。
自
白
し
た
ら
、
そ
の
自
白
の
真
・
偽
の
問
題
が
発
生
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
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す
な
わ
ち
、
自
白
の
任
意
性
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
も
、
真
・
偽
の
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

　

実
体
的
真
実
を
追
究
す
る
際
、
黙
秘
か
自
白
か
、
ど
ち
ら
が
真
実
を
発
見
し
や
す
い
か
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

　

刑
事
訴
訟
法
第
一
条
に
い
う
「
…
…
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に
」
す
る
目
的
の
た
め
に
は
、
被
告
人
の
自
由
な
供
述
が
あ
っ
た
方
が

よ
い
の
か
、
沈
黙
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
の
か
。
つ
ま
り
、
第
三
者
で
あ
る
裁
判
官
に
と
っ
て
、
被
告
人
の
自
由
な
供
述
と
い
っ
て
も
、

な
か
で
も
自
己
に
不
利
益
な
供
述
―
―
広
義
の
自
白
が
存
在
す
る
方
が
、
黙
秘
権
を
行
使
さ
れ
て
い
て
、
物
的
証
拠
の
み
に
よ
っ
て
判

断
を
す
る
の
と
、
ど
ち
ら
の
方
が
実
体
的
真
実
発
見
に
寄
与
す
る
の
か
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
が
被
告
人
に
対
し
て
有

罪
の
心
証
形
成
を
す
る
課
程
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
の
方
が
心
証
形
成
し
や
す
い
か
の
問
題
で
あ
る
。
勿
論
、
前
者
の
方
が
、
有
利
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
自
白
へ
の
過
度
の
信
頼

）
9
（

で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
こ
れ
が
誤
判
を
ま

ね
き
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
白
の
証
拠
能
力

）
10
（

、
す
な
わ
ち
、
自
白
の
任
意
性
が
厳
し
く
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
こ

の
件
は
、
註
の
文
献
に
ゆ
ず
り
た
い
）
。

　

被
告
人
・
被
疑
者
に
、
自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
さ
せ
よ
う
と
促
が
そ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
は
、
一
歩
間
違
え
ば
、
自
白
の
強
要
、

ひ
い
て
は
、
拷
問
へ
の
誘
発
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
物
的
証
拠
が
な
く
、
自
白
の
み
の
場
合
、
憲
法
第
三
八
条
第
三

項
「
何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
唯
一
の
証
拠
が
本
人
の
自
白
で
あ
る
場
合
に
は
、
有
罪
と
さ
れ
、
又
は
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
。
」

と
保
障
し
て
い
る
。

　

平
野
龍
一
は
、「
黙
秘
権
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
「
黙
秘
権
の
本
質
は
、
個
人
の
人
格
の
尊
厳
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
の
譲
歩
に
あ
る
。

）
11
（

」

と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
に
か
ぎ
ら
ず
、
一
般
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
の
自
由
は
、

言
論
の
自
由
と
と
も
に
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
鉄
則
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
事
訴
訟
の
譲
歩

4

4

で
あ
る
と
い
う
考
え
で
は
、
黙
秘
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権
と
い
う
権
利
を
消
極
的

4

4

4

に
し
か
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
嫌
疑
あ
る
者
に
対
し
て
、
国
家
権
力
の
発
動
た
る
警
察
官
や
検
察

官
の
取
調
に
対
し
、
さ
ら
に
は
起
訴
さ
れ
て
公
判
に
か
け
ら
れ
て
い
る
被
告
人
に
黙
秘
権
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
は
、
積
極
的

4

4

4

に
弱
者
、

す
な
わ
ち
国
家
権
力
に
対
し
て
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
者
を
、
権
力
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
政
治
的
・
政
策
的
意
図
か
ら
人
権

保
障
と
し
て
宣
言
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

（
6
） 

田
中
美
知
太
郎
『
哲
學
的
人
生
論
』
（
河
出
書
房
、
市
民
文
庫
16
・
昭
和
二
六
年
）
六
二
頁
。

（
7
） 

日
本
国
憲
法
第
三
七
条
第
三
項
。

（
8
） 

註
（
6
）
六
三
頁
。

（
9
） 

自
白
へ
の
過
信
を
諫
め
る
も
の
と
し
て
、
戦
前
か
ら
裁
判
官
自
身
の
主
張
が
あ
る
。
三
宅
正
太
郎
『
裁
判
の
書
』
（
牧
野
書
店
・
昭
和

一
七
年
刊
）
二
〇
五
頁
以
下
。
戦
後
の
も
の
と
し
て
は
、
横
川
敏
雄
『
裁
判
と
裁
判
官
』
（
有
斐
閣
・
昭
和
四
八
年
）
六
二
頁
以
下
。

（
10
） 

守
屋
善
輝
序
・
吉
野
辰
雄
『
自
白
の
證
據
能
力
―
―
英
米
の
判
例
を
中
心
と
し
て
―
―
』
（
み
の
り
書
房
・
昭
和
二
四
年
）
。

 

ち
な
み
に
、
糾
問
訴
訟
に
お
い
て
は
、
自
白
は
「
証
拠
の
女
王
」（confessio regina probationum

）
で
あ
っ
た
が
、
訴
追
主
義
に
お
い
て
は
、

物
的
証
拠
の
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
11
） 

註
（
2
）
平
野
龍
一
・
黙
秘
権
五
〇
頁
以
下
。

二　

沈
黙
の
世
界

　

マ
ッ
ク
ス
・
ピ
カ
ー
ル
（M

ax Picard [pi 'ka:r], 1888-1965

）
）
12
（

は
、
そ
の
著
「
沈
黙
の
世
界
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

「
沈
黙
の
中
で
は
、
真
実
（W

ahrheit

）
は
、
消
極
的
（passiv

）
で
あ
り
、
真
実
は
、
沈
黙
の
中
で
眠
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
言
葉
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の
中
で
は
真
実
は
、
目
覚
め
て
（w

ach

）
お
り
、
言
葉
の
中
で
は
、
真
実
と
虚
偽
が
積
極
的
（aktiv

）
に
決
定
さ
れ
る
。
」

　

真
実
（W

ahrheit

）
と
は
、
言
葉
と
事
実
と
の
一
致
で
あ
る
、
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
葉
と
事
実
と
が
不
一

致
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
偽
と
な
る
。
言
葉
が
一
旦
発
せ
ら
れ
れ
ば
、
常
に
、
真
か
偽
か
が
、
直
ち
に
か
、
あ
る
い
は
徐
徐
に
表
面
化
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
言
語
が
ま
だ
発
せ
ら
れ
て
い
な
い
沈
黙
し
て
い
る
状
態
に
お
い
て
、
真
実
は
ど
こ
に

4

4

4

あ
る
の
か
。
ピ
カ
ー
ル
曰
く
、

消
極
的
に
言
葉
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、
と
。

　

こ
れ
を
法
の
世
界
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

被
告
人
（
被
疑
者
）
が
、
黙
秘
し
て
い
る
の
は
、
何
か
を
積
極
的
に
隠
そ
う

4

4

4

と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
あ
る
一
定
の
言
葉

を
発
す
る
こ
と
を
ひ
か
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
問
い
か
け
た
事
実
の
み
が
、
客
観
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
真
実
は
、
消
極
的
に
存
在
し
て
い
る
（
眠
っ
て
い
る
）
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
自
由
に
供
述
し
た
被
告
人
（
被
疑
者
）
は
、
話
者
と
し
て
目
覚
め
て
お
り
、
そ
の
発
話
は
、
常
に
積
極
的
で
あ
り
、

そ
の
発
言
の
内
容
は
、
論
理
的
に
、
真
か
偽
か
の
ど
ち
ら
か
を
表
現
す
る
も
の
と
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
被
告
人
（
被
疑
者
）
が
自
由
に
供
述
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
自
己
に
不
利
益
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
自
己
に
有
利

な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
常
に
、
真
か
偽
か
の
二
者
択
一
に
判
断
さ
れ
る
（
客
観
的
に
）
。
前
者
の
場
合
が
、
い
わ
ゆ
る
広
義
の
自
白
と

い
わ
れ
る
も
の
と
な
る
。

　

法
学
的
に
理
解
す
れ
ば
、
被
告
人
（
被
疑
者
）
が
黙
秘
し
て
い
る
状
態
は
、
決
し
て
何
か
を
積
極
的
に
隠
そ
う
と
す
る
意
図

4

4

を
有
す

る
も
の
で
は
な
く
、
沈
黙
だ
け
で
は
何
か
を
隠
す
と
い
う
積
極
的
な
作
為
は
存
在
し
な
い
。
供
述
す
る
と
い
う
積
極
的
な
表
現
が
な
く
、

た
だ
消
極
的
に
語
ら
ず

4

4

4

（
不
作
為
）
に
沈
黙
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
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こ
の
沈
黙
す
る
こ
と
自
体
は
、
言
語
を
共
有
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
当
然
あ
り
得
る
現
象
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
が
、

一
般
に
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
が
、
何
か
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
感
ず
る
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

　

沈
黙
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
無
言
に
は
、
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
問
い
か
け
に
対
す
る
沈
黙
と
問
い
か
け
の
な
い
沈
黙
と

が
区
別
さ
れ
る
。
問
い
か
け
の
な
い
沈
黙
、
す
な
わ
ち
沈
黙
自
体
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
ず
る
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
と

り
わ
け
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
昔
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
懺
悔
」
を
す
る
と
い
う
宗
教
的
儀
式
が
あ
り
、
心
に
つ

ら
い
こ
と
や
何
か
自
己
に
疚
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
教
誨
師
の
前
で
懺
悔
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
わ
れ
る
と
か
「
清
く
な
る
」
と

い
う
思
想
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
で
は
、
沈
黙
自
体
が
し
ば
し
ば
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
与
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
常
に
、
他
人
と
の
関
係
に
お
い
て
、
他
人
に
話
し
か
け
た
り
、
問
い
か
け
を
す
る

の
は
、
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
相
手
が
こ
ち
ら
の
語
り
か
け
や
問
い
か
け
に
、
無
反
応
で
、
何
も
応
答
が
な
く
、
無
言
で
対

応
さ
れ
た
場
合
、
一
体
、
ど
う
感
ず
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
時
は
、
素
直
に
言
っ
て
、
相
手
に
不
快
感
を
い
だ
い
た
り
、
不
安
感
を
お
ぼ

え
た
り
、
何
か
相
手
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
面
を
考
え
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
言
語
を
共
有
す
る
人
間
の
性さ

が

と
言
え
る
。

　

人
間
の
性
と
し
て
か
た
づ
け
て
し
ま
う
の
で
は
、
文
学
的
で
は
あ
っ
て
も
学
問
的
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
感
情
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
起
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
哲
学
者
・
心
理
学
者
の
Ｗ
・
イ
ェ
ル
ザ
レ
ム

）
13
（

の
次
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
。

　

言
語
の
発
生
は
、
動
物
の
鳴
き
声
な
ど
と
異
な
り
、Gefühllaute
（
感
情
音
）
か
ら
、Sprachlaute

（
言
語
音
）
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
言
語
が
成
立
し
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、Sprachlaute

と
し
て
成
立
し
た
言
語
に
よ
る
問

い
か
け
に
対
し
て
、
沈
黙
さ
れ
て
い
る
とG

efühllaute

を
背
景
に
し
て
い
た
感
情
だ
け
が
残
っ
て
い
て
、
何
かSprachlaute

を
期
待

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
時
、
不
安
や
不
信
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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言
語
を
共
有
す
る
人
々
に
お
い
て
、
発
話
し
た
者
は
、
相
手
に
何
ら
か
の
反
応
・
応
答
を
期
待

4

4

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
期
待

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
語
り
か
け
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
相
手
の
沈
黙
自
体

4

4

4

4

に
不
快
感
な
い
し
不
安
感
を
覚
え
て
し
ま
う
の
は
、

右
の
よ
う
な
こ
ち
ら
の
期
待
感
が
裏
切
ら
れ
た
と
心
理
的

4

4

4

に
感
ず
る
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
沈
黙
が
、
こ
ち
ら

の
語
り
か
け
自
体
を

4

4

4

4

4

4

4

、
積
極
的
に
否
定

4

4

4

4

4

4

し
た
と
す
ら
感
じ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
語
り
か
け
を
無
視
し
た
と
か
、

こ
ち
ら
の
問
い
か
け
を
黙
殺
し
た
と
す
ら
、
積
極
的
に
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
一
方
の
発
話
に
対
し
て
、

相
手
方
が
無
言
、
沈
黙
と
い
う
対
応
は
、
も
は
や
言
語
だ
け
の
世
界
を
越
え
て
、
対
話
に
お
け
る
一
定
の
態
度

4

4

と
し
て
、
認
識
さ
れ
る

の
が
常
で
あ
る
。
そ
の
態
度
に
こ
そ
、
心
理
的
に
反
感
を
抱
い
た
り
、
否
定
的
感
情
を
抱
い
た
り
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ピ
カ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
、
沈
黙
を
、
あ
く
ま
で
も
言
語
の
世
界
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
言
語
の
消

極
的
な
（
決
し
て
否
定
的
で
は
な
い
）
表
現
は
、
当
然
、
真
実
が
眠
っ
て
い
る
状
態
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

黙
秘
権
の
本
質
は
、
言
語
を
共
有
す
る
者
同
士
の
間
に
お
け
る
、
言
語
の
問
題
を
根
底
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
沈
黙
自
体
は
尊

4

4

4

4

4

4

重4

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

歴
史
的
に
み
て
、
国
家
権
力
の
発
動
に
よ
っ
て
、
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
者
（
被
疑
者
・
被
告
人
）
を
、
そ
の
権
力
か
ら
保
護
す
る
た

め
、
政
治
的
・
政
策
的
に
、
黙
秘
権
と
い
う
権
利
と
し
て
保
障
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
来
、
言
語
を
共
有

す
る
人
々
の
間
に
お
い
て
、
沈
黙
の
何
た
る
か
を
お
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
黙
秘
権
を
行
使
す
る

者
に
対
し
て
は
、
本
来
、
不
快
感
や
不
安
感
を
抱
く
べ
き
で
は
な
く
、
寛
容

4

4

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

心
の
中
に
あ
り
未
だ
発
せ
ら
れ
な
い
言
葉
と
発
話
さ
れ
た
言
葉
と
は
、
本
来
、
同
一
の
言
葉
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
一
定

の
事
実
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
前
者
は
、
真
・
偽
に
お
け
る
決
定
が
な
さ
れ
な
い
沈
黙
（
ピ
カ
ー
ル
流
に
言
え
ば
眠
っ
て
い
る
）
状
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態
、
後
者
の
場
合
は
、
発
せ
ら
れ
た
言
葉
の
内
容
が
、
直
ち
に
か
、
あ
る
い
は
徐
徐
に
か
、
真
・
偽
の
問
題
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（
12
） 

M
ax Picard, D

ie W
elt des Schw

eigens, 4. A
ufl ., Eugen Rentsch, 1977, S 27. 

カ
タ
カ
ナ
書
き
に
つ
い
て
は
、V

gl. Brockhaus, 
Enzyklopädie, 21.A

ufl age  2006  Bd. 21, S.450.    

和
訳
と
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
ピ
カ
ー
ト
（
佐
野
利
勝
訳
）
『
沈
黙
の
世
界
』

 

（
み
す
ず
書
房
・
一
九
六
四
年
）
が
あ
る
。
著
者
名
は
ピ
カ
ー
ル
で
は
な
く
、
ピ
カ
ー
ト
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） 

Jerusalem
, W

ilhelm
 (1854-1923), Lehrbuch der Psychologie, 6, A

ufl ., W
. B

raum
üller, 1918, S.108ff., §38. Entstehung der 

Sprache.む　

す　

び

　

ピ
カ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
、
沈
黙
（
黙
秘
）
は
、
本
来
、
言
語
の
世
界
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
法
の
世
界
に
お
け
る
黙
秘
（
沈

黙
）
は
、
黙
秘
権
と
い
う
権
利
（
行
使
）
の
問
題
と
な
る
。

　

沈
黙
が
、
言
語
の
問
題
と
し
て
、
本
来
、
何
ら
心
理
的

4

4

4

に
は
、
好
・
悪
、
善
・
悪
の
問
題
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
法
の
世
界
に
お

け
る
黙
秘
は
、
基
本
的
人
権
の
一
環
と
し
た
権
利
保
障
の
問
題
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
権
利
の
保
障
―
―
黙
秘
自
体
―
―
が
、
一
旦
実
行
さ
れ
て
黙
秘
が
継
続

4

4

し
て
い
る
状
態
な
い
し
態
度
が
、
他
人
に
対

し
て
与
え
る
心
理
的
影
響
は
、
も
は
や
言
語
の
世
界
の
沈
黙
を
越
え
て
、
そ
の
権
利
行
使
に
対
し
て
は
、
好
・
悪
や
、
善
・
悪
の
心
理

と
直
接
結
び
つ
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
言
葉

4

4

と
心
理

4

4

と
の
不
可
分
の
関
係
が
読
み
取
れ
る
。
純
粋
に
、
沈
黙
自
体
―
―
言

葉
が
眠
っ
て
い
る
状
態
を
越
え
て
、
社
会
的
心
理
の
世
界
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。



黙
秘
権
の
解
明
（
山
口
）
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心
理
は
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
言
葉
は
心
理
を
端
的
に
現
わ
す
。

　

本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
沈
黙
の
「
中
立
性
」
な
い
し
「
尊
厳
」
は
、
言
語
を
共
有
す
る
者
同
士
の
間
で
充
分
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
黙
秘
権
の
保
障
は
、
自
白
の
強
要
を
避
け
る
た
め
、
ひ
い
て
は
、
拷
問
へ
の
誘
発
を
断
つ
た
め
に
、
歴
史
的

4

4

4

に

人
権
保
障
と
し
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
法
以
前
の
問
題
と
し
て
、
言
語
の
世
界
に
お
け
る
「
沈

黙
の
世
界
」
の
存
在
を
認
め
て
、
相
互
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
、
人
間
性
の
尊
重
そ
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
人
権
保

障
と
し
て
黙
秘
権
が
誕
生
す
べ
く
し
て
誕
生
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ピ
カ
ー
ル
の
「
沈
黙
の
世
界
」
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
「
沈
黙
は
、
真
実
が
そ
の
中
に
眠
っ
て
い
る
だ
け
」

で
、
真
実
は
消
極
的
に
言
葉
の
中
に
は
存
在
し
て
い
る
が
、
法
的
に
は
、
提
示
さ
れ
た
事
実

4

4

（
ま
た
は
問
い
か
け
ら
れ
た
事
実
）
に
対

す
る
対
応
と
し
て
の
沈
黙
は
、
黙
秘
権
と
い
う
権
利
の
行
使
そ
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　

実
体
的
真
実

）
14
（

の
追
究
は
、
自
白
に
頼
ら
ず
被
告
人
が
た
と
え
黙
秘
権
を
行
使
し
て
も
、
物
的
証
拠
に
よ
っ
て
追
究
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

（
14
） 

実
体
的
真
実
と
真
実
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
山
口
邦
夫
・
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
実
体
的
真
実
（
『
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
刑
法
学
研
究
―

―
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
か
ら
メ
ル
ケ
ル
へ
―
―
』
所
収
、
八
千
代
出
版
・
昭
和
五
四
年
）
参
照
。

（
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〇
二
二
年
九
月
二
〇
日
脱
稿
）


